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　冬季留学生研修旅行の受け入れが、2月8日〜13日まで標津町エコツーリズ
ム交流推進協議会（千葉元会長）主催で行われました。滞在中、18人の留学生
は芋もちづくりや雪遊び体験、スキー体験を通じて本町の魅力に触れたほか、
ホームステイでホストファミリーとの交流を深めました。
　雪遊び体験では、標津町ガイド協会インストラクター６人の案内で、ポー川史
跡自然公園をスノーシューで散策。雪合戦や雪のキャンバスにスプレーで絵を
描く体験を堪能しました。南国出身者が多く、初めて雪の冷たさなどを直に経
験した女性は「いろいろな雪遊び体験が出来て良かった。とても面白かった」と
笑顔で話してくれました。
　町では、留学生研修旅行の受け入れなどを通じて、今後の外国人受け入れ環
境の整備を推進していきます。

留学生が標津の魅力を体感！
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　国立社会保障・人口問題研究所と日本創成会議で示
された人口減少の予測グラフに、本町の実際の人口の
グラフを照らし合わせると、政策パッケージ開始後は
各機関が予測したよりも減少が抑制されています。

　139世帯（世帯員数は約340人）から回答をいただき、回答者の性別、世帯構成、世帯員の年齢な
ど、幅広くほぼ全ての区分の意見が、本アンケートの回答に反映されています。
①性別割合　男女50%ずつ、ちょうど半分となりました
②世帯構成　単身世帯や子育て世帯、3世代同居の世帯など、様々な世帯から回答いただきました
③世帯員の年齢　　10才未満から70才以上まで幅広い年齢層のご家庭から回答いただきました

※各年の1/1～12/31
　の人口検証データ

　政策パッケージを今後10年間継続した
場合に必要な経費と財源のシミュレーショ
ン（予測・計画）は、下表のとおりです。
　本町の財政の健全性は、道内で上位に
位置しており、政策パッケージを継続して
も地方財政制度が大きく変わらない限り、
将来もこの財政状況を維持できるものと
考えています。
　なお、平成27年度末の基金残高（標津
町の貯金）は約52億円でした。

　政策パッケージの検証にご協力
いただいた皆様、ありがとうござ
いました。
　この結果を参考に、より住み良
いまちづくりを今後も推進してい
きます。

　本町のここ数年の人口の動きを見ると、平成27年
と平成28年の社会増減が、平成25年以前7年間平均
の▲48と比較して少ない減少にとどまり、人口流出
の抑制がみられます。

※自然増減とは、出生から死亡を差し引いた数
※社会増減とは、転入から転出を差し引いた数
※その他増減は、外国人の帰化などの数
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赤線は、
標津町の実際の人口グラフ
（住基ネット数値を使用）

緑線は、社人研
青線は、創成会議
＊グラフ開始値は、住基
　数値に合わせて比較

■標津町住基ネットデータ     ※増減の内訳（人）
12月末 
人口 人口 増減 自然 

増減
社会 
増減

その他 
増減

平19 5,942 ▲ 96 ▲ 38 ▲ 59 1
平20 5,875 ▲ 67 ▲ 19 ▲ 49 1
平21 5,817 ▲ 58 ▲ 16 ▲ 42 0
平22 5,768 ▲ 49 ▲ 25 ▲ 26 2
平23 5,731 ▲ 37 ▲ 14 ▲ 25 2
平24 5,609 ▲ 122 ▲ 38 ▲ 87 3
平25 5,530 ▲ 79 ▲ 36 ▲ 45 2
平26 5,430 ▲ 100 ▲ 38 ▲ 66 4
平27 5,382 ▲ 48 ▲ 44 ▲ 9 5
平28 5,325 ▲ 57 ▲ 23 ▲ 38 4

■政策パッケージを毎年実践するために
　必要な経費と財源シミュレーション

年度 必要な事業費 うち一般財源
平26 1億1,625万円 5,040万円
平27 1億5,740万円 3,931万円
平28 1億7,957万円 5,290万円
平29 1億6,410万円 5,510万円
平30 1億6,350万円 5,450万円
平31 1億5,500万円 5,500万円
平32 1億5,500万円 5,500万円
平33 1億5,468万円 5,568万円
平34 1億5,400万円 5,500万円
平35 1億2,950万円 5,550万円
平36 1億2,950万円 5,550万円
平37 1億2,950万円 5,550万円
平38 1億2,950万円 5,550万円

※一時的な事業（道路整備など）を除く

　町では、全国的に進んでいる深刻な人口減少問題に対し、本町を「特区」と見立て、町民の皆様のラ
イフサイクル（生涯・暮らし）を応援する政策をひとつにまとめた「人口減少時代に挑戦する政策パッ
ケージ」を実践し、より住み良いまちづくりを進めることでこの人口減少問題に挑戦しています。
　平成26年からスタートした「政策パッケージ」が３年を経過するにあたり、「やりっぱなし」にならな
いよう、良いモノは継続や拡充、効果の薄いモノは縮小や廃止するなど、さらに住み良いまちづくり政
策とするための事業検証、評価を行いました。
　検証・評価にあたっては、広報しべつ10月号に折り込んだアンケートの集計のほか、各産業団体や福
祉団体、教育機関、金融機関、労働者組織、町内会、報道機関などで構成する「標津町総合戦略推進会
議」や、「標津町子育て・まちづくり女性懇談会」などにおいて、様々な視点からご意見をいただき、協議
しました。

政策パッケージ
平26.4月から開始

本町の人口の動き

アンケート回答者情報

政策パッケージに必要な事業費

人口減少時代に挑戦する政策パッケージの
検証・評価を実施しました！
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結婚活動の応援強化

出産祝い金の給付

乳幼児紙おむつ購入助成

標津こども園の平29開設

保育園の無料化または負担軽減

幼稚園の完全無料化

小､中学生の学習教材費の助成

こども医療費助成

標津高校での学びの支援

住宅取得助成

住宅リフォーム助成

住まい・暮らしの資源の利活用

介護福祉関係施設の平28供用開始

高齢者福祉施設利用者の負担軽減

介護予防事業の推進

高齢者等の除雪支援充実

若者の健診・保健指導の推進

医療技術者等の確保

避難道路・防雪柵の整備

新・地域防災計画の実践

ふるさとの未来を担うリーダーづくり

新しい農業経営者づくり

農業協業法人の支援

水産資源対策の強化

標津ブランドづくり

標津川の環境保全等

起業支援補助拡充

再生可能エネルギーの活用等

交流人口の拡大による地域の活性化

情報発信の強化等30 Ｂ －
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その他、
わからない、など満足・やや満足 不満・やや不満

◎政策パッケージ全体 46% 15% 39%

22% 21% 57%

55% 21% 24%

50% 23% 27%

62% 9% 29%

64% 16% 20%

67% 14% 19%

69% 10% 21%

74% 10% 16%

55% 23% 22%

55% 11% 34%

55% 17% 28%

42% 18% 40%

47% 11% 42%

58% 12% 30%

43% 8% 49%

39% 22% 39%

49% 9% 42%

52% 7% 41%

44% 13% 43%

40% 14% 46%

28% 15% 57%

37% 9% 54%

32% 10% 58%

37% 10% 53%

33% 23% 44%

41% 16% 43%

42% 9% 49%

37% 13% 50%

30% 22% 48%

25% 24% 51%

　アンケートでいただいた回答を横棒の満足度グラフで集計し、各事業の所管部署及び「総合戦略
推進会議」における評価をS～Dの5段階（+−）でまとめました。パッケージ全体では、「満足」「やや
満足」が46%、「不満」「やや不満」が15%、「その他、わからない、など」が39%となっています。
　自由意見では、「子育て支援はとても充実している」「子どもは町の宝、ぜひ支援の充実を」「標津
町民で良かった」といった声や、「ここまでやる必要はあるのか」「働ける場の確保を」「事業の浸透、
PRを」「財政は大丈夫か」など、多くの声が寄せられました。
　「総合戦略推進会議」では、「人口も、高校などの資源も、失ってからでは遅い、先を見て取り組む
べき」「町外の方から政策パッケージについて高い評価の声がある」「もっと効果的な情報発信を」
など、健全な財政運営の確認と、政策の効果的な推進について意見が挙げられました。

※データは、有効回答のみを使用アンケート集計データ・総合戦略推進会議検証
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問合先　企画政策課　☎８２－２１３１（内線１１０、１１４）

１  結婚・子宝・子育ての政策
①結婚活動の応援強化 
②出産祝い金の給付 
③乳幼児紙おむつ購入助成 
④標津こども園の平29開設 
⑤保育園の無料化または負担軽減 
⑥幼稚園の完全無料化 
⑦小・中学生の学習教材費の助成 
⑧子ども医療費助成 
⑨標津高校での学びの支援 

3  産業・経済の政策  
㉒新しい農業経営者づくり 
㉓農業協業法人の支援 
㉔水産資源対策の強化 
㉕標津ブランドづくり 
㉖標津川の環境保全等 
㉗起業支援補助の拡充 
㉘再生可能エネルギーの活用等 
㉙交流人口の拡大による地域の活性化 
㉚情報発信の強化 

２  定住・移住・暮らしの政策
⑩住宅取得助成 
⑪住宅リフォーム助成 
⑫住まい・暮らしの資源の利活用 
⑬介護福祉関係施設の平28供用開始 
⑭高齢者福祉施設利用者の負担軽減 
⑮介護予防事業の推進 
⑯高齢者等の除雪支援充実 
⑰若者の健診・保健指導の推進 
⑱医療技術者等の確保 
⑲避難道路・防雪柵の整備 
⑳新・地域防災計画の実践 
㉑ふるさとのみらいを担うリーダーづくり

北海道　  の
子育て支援
北海道　  の

子育て支援

暮らしを応援する30事業
!

 人口減少時代に挑戦する政策パッケージ 2016
12 月末
進捗状況

　町民の皆さまのライフステージを応援する「人口減少時代に挑戦する政策パッケージ2016」
のうち、数値でお示しできる事業などについて、12月末現在の進捗状況をお知らせします。

ライフサイクル 事　 業 　名 12月末までの進捗状況

1．結婚・子宝
　・子育て

②出産祝い金 28件、5,050,000円のお祝い金を支給
③乳幼児紙おむつ助成 28件、3,140,000円を助成

⑤保育園の使用料助成 園児105人の使用料、給食や用具費などの無料化、負担軽減を実施
（11,928,970円）

⑥幼稚園の完全無料化 園児52人の使用料、給食費や教材費などの無料化を実施
（5,503,326円）

⑦小･中学生教材費助成 対象生徒447人に3,213,007円分の教材を支給

⑧子ども医療費助成
①現金給付（4～12月給付分）169件、560,350円　
②現物給付（4～10月診療給付分）4,225件、7,791,879円
※現物給付の11月分以降は今後請求となります

⑨標津高校での学びの支援
入学時の教材・制服代〜62人、3,100,000円助成
通学費〜対象者94人、10,113,615円助成
恵盟寮利用料～延べ126人、691,380円助成　　など

2．定住・移住
　・暮らし

⑩住宅取得支援 新築補助〜13件、29,400,000円を助成決定
中古住宅取得補助〜6件、3,220,000円を助成決定

⑪住宅リフォーム支援 24件、6,710,000円を助成決定
⑭高齢者福祉施設利用助成 町内高齢者福祉施設利用者34人利用中、3,114,700円を助成
⑰若者健診助成・保健指導 総合健診で62人が受診し、受診料の一部を助成（284,720円）

3．産業・経済

㉓新しい農業経営者づくり 就農研修員2組4人が修了、H28.10月より新規就農
㉔水産資源対策の強化 サケ・ホタテの餌料環境調査、ナマコの種苗放流支援などを実施
㉗起業支援補助の拡充 1件 2,000,000円を交付
㉙交流人口の拡大・活性化 都市圏などからの修学旅行14校、誘致下見等13件、1,111人受入
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TownNews

　標津スケート協会（池田政美会長）主催の第
13回道東小・ 中学生距離別スケート選手権大
会が、1月15日、町営スケートリンクで開催さ
れました。本大会には、道東在住の小中学生総
勢65人がエントリー。町内からは、標津と川
北のスポーツ少年団から21人の精鋭が出場し、
氷上で躍動しました。
　当日は、晴天に恵まれ絶好のリンクコンディ
ションとなり、出場した選手たちは、家族や関
係者の大きな声援を受けながら、全力でコース
を駆け抜け、熱戦を繰り広げました。
　この日は園児たちによるオープンレースも行
われ、ぎこちないながらも一生懸命滑る姿に、
今後の成長が期待されます。

　地場食材を使った献立を提供する「ふるさと
給食（ホタテ給食）」事業が、11月のイクラ給食
に引き続き1月27日、町内の幼稚園・小中学校で
行われ、子どもたちが地域の味を楽しみました。
　ホタテの価格が高騰している中、「安全でおい
しい標津産ホタテ」を実際に味わい、高品質な地
元特産品への理解を深めてもらおうというご厚
意で、標津漁協漁船漁業者部会（平井敏雄会長）
がホタテ貝30kgを無償提供。
　ホタテご飯を堪能した川北小学校（粥川敏宏
校長）２年生の児童らは、「標津にいないと食べ
られないからうれしい。とてもおいしかったか
ら、もっとたくさんふるさと給食を食べたい」と
喜びの声を上げていました。

　日頃からむし歯にしない努力を重ねてきた親
子の健闘をたたえる「歯っぴー☆KIDS表彰式

（保健福祉センター主催）」が、1月19日、同セン
ターひまわりで開催されました。歯科検診と歯
ピカ教室で、むし歯がゼロと判定された平成25
年生まれの3～4歳児31人のうち、25人が出席。
　表彰式では、畑中同センター次長から歯っ
ぴー☆証明書とアンパンマンの金メダルが手渡
され、子どもたちは白く輝く歯をのぞかせなが
ら満面の笑みで受け取りました。
　口腔ケアは、継続することがとても重要。こ
れからも今までどおり、健康な歯でいられるよ
う歯みがきを続けてくださいね。

　北方領土隣接地域振興対策根室管内市町連
絡協議会（会長：長谷川俊輔根室市長）主催の

「2017「北方領土の日」根室管内住民大会」が、
2月7日、根室市で開催され、本町からも元島民や
返還運動関係者など44人が出席しました。
　大会第2部で行われた管内中学生10人による
弁論発表には、本町代表として川北中学校から
岩間廉くん（2年）と谷川蒼くん（2年）が出場。2
人は、ビザなし交流で訪れた国後島での出来事
や、毎年川北地域で開かれるロシア人訪問団歓
迎の行事など、自らの経験を通して実感した和
解への糸口となる“友好”や“歩み寄り”の考え
を、約千人の参会者を前に堂々と主張しました。

ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
開
催

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
！！

ふ
る
さ
と
給
食

ホ
タ
テ
ご
飯
に
大
満
足

金
メ
ダ
ル
を
も
ら
っ
て
歯
っ
ぴ
ー
☆

ピ
カ
ピ
カ
の
歯
は
努
力
の
た
ま
も
の
！

身
近
な
体
験
を
も
と
に

北
方
領
土
返
還
へ
の
思
い
訴
え

中体連全国大会に出場した唐㟢さんの軽快な滑り

川北小２年生の給食のようす

満面の笑みで受賞を喜ぶ歯っぴー☆KIDS

弁論発表での岩間くん（左）と谷川くん
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TownNews

　高齢者や障がいのある方々の、日常生活での
困り事や家事支援などを行う標津町あんしんサ
ポートセンターが、サポーターとして活動を希
望する方々を対象に、2月10日、生涯学習セン
ターあすぱるで「第2回サポーター養成講座」
を開き、15人が参加しました。
　研修では、福祉の原点や町内会の役割り、接
遇マナーなどを学び、誰もが地域で安心して生
活するために各自ができる助力について考え、
養成課程を修了。今回の受講者を含め、サポー
ター登録者は49人となりました。
　12月12日の開設から、同センターには19件

（2月14日現在）の依頼が寄せられており、確
実に支え合いのネットワークが広がっていま
す。

　標津スキー協会（三田俊勝会長）では、スキー
愛好者を増やそうと1月22日、2月5日、12日に、町
営金山スキー場で「町民スキー教室」を開きまし
た。
　全3回行われたこの教室には、子どもから大人
まで延べ38人が参加。幼児、小学生、中学生以上
の3クラスに分かれ、スキー板を履いての歩行や
安全な転び方、方向転換、体重移動などの基本を
習得。インストラクターである同協会会員の丁寧
な指導によって、全員が滑れるよう上達しました。
　今シーズン1月期の金山スキー場は、天候に恵
まれリフト利用客数が27,266人と好調。2月も全
営業日が稼働できれば、ここ数年で一番の入り込
み客を確保できそうです。

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し

地
域
で
活
動
で
き
る
人
材
を
確
保

基
礎
を
学
び
、

ス
キ
ー
の
魅
力
や
楽
し
さ
を
実
感 受講者の３分の２が女性コース上で、滑走時の視線運びをレクチャー（２月12日撮影）

　町では、旧自衛隊官舎を改修した『町営望ケ丘ハイム』のオープンを予定しています。
　入居条件や募集期間などは、4月号であらためてお知らせします。

■ 住　所　 南5条西4丁目2番5（町営野球場裏）
■ 構　造　 鉄筋コンクリート造　2階建て
■ 戸　数　 10戸
■ 間取り　 3LDK（61.79㎡）
■ 設備等　 ユニットバス、給湯ボイラー、照明器具、
　　 　　　 灯油タンク、ウォシュレット、駐車場1台

◆◇◆◇　町営望ケ丘ハイムオープン予定　◆◇◆◇

問合先　建設水道課 建築･住宅担当　☎82-2131（内線226､228）

【建物外観】 【位置図】

【北側】 

【南側】 

間 取 り 図
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　3月は大陸からの寒気がまだまだ強い一方で、季節が春に向かい南方からの暖気の流れ込み
が強くなります。低気圧の発達には暖気と寒気が共に必要ですので、3月は低気圧が発達しや
すい条件がそろいます。
　低気圧の進路や位置によって、当地方の天気は大きく変化します。次のように特徴的な例を
挙げますので、天気予報で天気図をご覧になる際の参考としてください。

気象予報士による防災お天気講座
低気圧の位置による天候の違いVol.12

ご質問は…　住民生活課 防災担当　☎82-2131（内線126）

　年度末となり、進学・転勤などの引っ越しによる寝具の買い替えが始まる時期となりました。町
内各所で、不要になった「ふとん」を「燃えるごみ」として「ピンク色のごみ袋」で出されている
ようすをよく見かけますが、「ふとん」は「粗大ごみ」での取り扱いとなっています。（指定ごみ
袋に入るサイズでも「粗大ごみ」となります）
　「ふとん」をごみ出しする際は、渡邊清掃㈱（70120-79-3106）へ連絡の上、粗大ごみ用の
証紙（210円/枚）を貼付して、お近くのごみステーションに出しましょう。

“ふとん”は“粗大ごみ”です!!

平成24年12月7日9時
このようにサハリン付近に
低気圧がある場合は晴れ

※気象庁の図に加筆

平成22年1月6日9時
このように釧路･根室沖に

低気圧がある場合は湿った大雪
※気象庁の図に加筆

平成26年2月17日9時
このように千島列島付近に
低気圧がある場合は暴風雪

※気象庁の図に加筆

◦�毛布、タオルケット、シーツなどは50㎝以下に切断す
ると「可燃ごみ」ですが、そのまま廃棄すると「粗大
ごみ」となります。

◦�丸めて（畳んで）ヒモでしばるなどして、ごみ出ししま
しょう。

◦�事前に収集日程を確認し、引っ越しなどの作業に間
に合うよう注意しましょう。

ごみの出し方や分別方法など、各種お問い合わせは…
住民生活課 環境衛生担当　☎82-2131（内線126、131）

ホームページにも「ごみの分別一覧表」を掲載しています
http://www.shibetsutown.jp/life/

「粗大ごみ用証紙」は、「ごみ袋」の販売店
（町内14店舗）とカウモン号で取り扱っています。
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日
本
で
は
、
人
口
が
高
齢
化
す
る
中
で
、
医
療
費
が

ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
昨
年
度
公
表
し
た
医
療
費
は
41.5
兆
円

で
、
平
成
元
年
度
と
比
べ
２
倍
以
上
に
な
っ
て
お
り
、

平
成
37
年
度
に
は
54
兆
円
程
度
ま
で
増
加
す
る
見
込
み

で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
４
割
は
国
や
地
方
が
、
５
割
は
企
業
や

個
人
の
保
険
料
で
負
担
し
、
残
り
の
１
割
を
患
者
が
負

担
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
社
会
保
障
給
付
費
の
増
！

（
年
金
・
医
療
費
・
介
護
・
子
育
て
な
ど
）

　

全
体
で
は
、
現
在
の
120
兆
円
が
、
10
年
後
に
は
150
兆

円
程
度
ま
で
膨
れ
上
が
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
費
税
が
10
％
に
な
っ
て
も
、
消
費
税
の
５
％
分
を

社
会
保
障
の
充
実
（
2.8
兆
円
）
ば
か
り
で
な
く
、
国
債

な
ど
の
借
金
返
済
（
社
会
保
障
の
安
定
化
：
11.2
兆
円
）

に
充
て
ら
れ
る
計
画
で
す
。

●
現
役
世
代
に
し
わ
寄
せ
？

●
健
康
寿
命
の
延
伸
が
鍵
！

　

増
え
続
け
る
医
療
費
の
伸
び
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
「
毎
日
プ
ラ
ス
10
分
の
運

動
」
を
目
標
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
自
分
の
健
康

は
、
自
分
で
守
る
意
識
が
必
要
で
す
。

　

『
運
動
は
ク
ス
リ
だ
』
と
言
っ
た
有
名
な
博
士
が
い

ま
す
が
、
１
回
に
20
～
30
分
（
生
活
歩
数
を
除
き
、

２
０
０
０
～
３
０
０
０
歩
）
の
無
理
の
な
い
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
だ
け
で
も
効
果
は

抜
群
で
す
。
ま
た
、
ラ

ジ
オ
体
操
の
継
続
も
効

果
絶
大
で
す
。

　

自
分
を
動
か
す
だ

け
で
、
自
分
の
将
来

を
変
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
国
の
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画（
第
２
期
）

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
、

「
１
億
総
ス
ポ
ー
ツ
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
４
月

か
ら
平
成
34
年
度
ま
で
５
年
間
の
第
２
期
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

計
画
で
は
、

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
が
具
現
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
伝
え
る
た
め
に
、全
て

の
人
が
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
参
画
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
価

値
を
享
受
し

て
、
健
や
か

で
幸
せ
な
生

き
方
に
つ
な

が
る
施
策
を

展
開
し
て
い

き
ま
す
。

①�

福
祉
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
た
め
に
、
現
役
世
代

の
金
銭
的
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す

②
個
人
負
担
の
増

（�

消
費
税
増
税
、
健
康
保
険
料
の
引
き
上
げ
、
介

護
保
険
料
控
除
年
齢
の
引
き
下
げ
、
年
金
支
給

開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
）

①�

ス
ポ
ー
ツ
で
、
人
生
を
健
康
で
生
き
生
き
と
し

た
も
の
に
で
き
る

②
共
生
社
会
、
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す

③
経
済
・
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る

標津町総合体育館
� ☎82－3112

健康

スポーツは
心のビタミン

背筋を伸ばす
あごを引く

肩の力を抜く

リズムよく歩く

堂々と歩く

腕を自然と
大きく振る

着地は踵（かかと）から

歩幅はなるべく広く
（身長の40～45％が目安）足をまっすぐ前に

踏み出す

～ウォーキングのポイント～

41.5
兆
円

過
去
最
高
の
国
民
医
療
費
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年金を受け取るために必要な
受給資格期間が変わります

　平成29年８月から、年金を受け取るために必要な期間（保険料納付済
等期間）が25年から10年に短縮されます。
　これにより、年金を受け取れる方を増やし、これまで納めていただい
た年金保険料をなるべく年金のお支払いにつなげることができます。

★相談・お問い合わせはお気軽に住民生活課国民年金担当まで

【年金相談は完全予約制です！】
　毎月、中標津町役場で開設される「年金出
張相談所」を利用される方は、相談日の10
日前までに予約が必要となります。
　　　　　　釧路年金事務所 
　　　　　　お客様相談室 ☎0154-61-6000

日時：４日㈫13時～16時30分
　　　５日㈬9時～13時30分
場所：中標津町役場
ご本人や配偶者の年金記号番号、
加入期間などを調べてお出かけく
ださい。

予約申込先

４月の
年金出張
相談所
開設日　

　  ３月のごみ収集日 ※４月初回の収集日も掲載しています。

一般廃棄物収集区域
〈有料〉

可燃ごみ 不燃ごみ
粗大ごみ

資源ごみＡ
空缶・びん・ペット
ト レ ー ・ 発 泡
新 聞 ・ 雑 誌
容 器 包 装 （ プ ラ ）

資源ごみＢ
容器包装 ( 紙 ) 容器
包 装 ( プ ラ )・ 発 泡
紙パック・段ボール
空缶・ペット・トレー

若草町・新川上町・川上町・栄町
緑町・曙町・弥栄町・伊茶仁

月・木
2日㈭

16日㈭
30日㈭

6日㈪
23日㈭

4月3日㈪

13日㈪
27日㈪

4月10日㈪

本町・鳩ヶ丘町・双葉町・望ヶ丘町
桜木町・住吉町・東浜町・茶志骨

火・金
3日㈮

17日㈮
31日㈮

7日㈫
21日㈫

4月4日㈫

14日㈫
28日㈫

4月11日㈫

川北全域・北標津・西北標津・忠類
古多糠全域・浜古多糠・薫別・崎無異

水・土
4日㈯

18日㈯
4月1日㈯

8日㈬
22日㈬

4月5日㈬

1日㈬
15日㈬
29日㈬

※粗大ごみの収集は収集の前日までに事前の申し込みが必要です。
★粗大ごみの申込先は、渡邊清掃㈱70120-79-3106まで。

【1月26日】東京都
　石油資源開発株式会社訪問

【2月3日】
　第24回連合北海道標津地
　区連合会定期総会　

【2月6日】札幌市
　北海道市町村職員共済組合平成28年度
　第1回短期、福利厚生事業運営委員会

【2月7日】札幌市
　北海道市町村職員共済組合第1回議員協議会

【2月10日】別海町
　第３回根室地域づくり連携会議ほか

【2月11日】
　キラリ標津2017冬まつり

【2月13日】東京都
　北海道町村会行財政セミナー

【2月16日】釧路市
　根釧酪農ビジョン推進会議ほか

【2月20日】札幌市
　北海道自治体情報システム協議会
　第23回定期総会ほか
� ＜以上、主なもの＞

　汲取月は各地区３カ月ごとに年４回設定しています。
　便槽が満杯にならなくても汲取月には必ず汲み取っておく
など、余裕を持ってお申し込みください。

川北全域、北標津、西北標津
３月25日㈯
渡邊清掃㈱　70120－79－3106
　　　　　　☎ 0153－82－2220

あなたのための
国民年金

国民年金は、
あなたが主人公です

実施地域
申込期限
申 込 先

４月の汲み取り実施地域

【対象者と請求の手続きは…】
　すでに65歳以上の方で、年金を受け取るために必要な期間（保険料納付済等期間）が10年
以上の方が対象になります。
　対象者の方には、平成29年７月までに日本年金機構から「年金請求書」が順次送られる予
定で、役場または釧路年金事務所での請求手続きが必要となります。

問 合 先　ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165　　月曜日　　　８時30分～19時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火～金曜日　８時30分～17時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第２土曜日　９時30分～16時

町長の動静
(1月21日～2月20日)



11 広報しべつ　MAR.2017

IN
FO
R
M
A
T
IO
N
　
2
0
1
7
.3

５日㈰
　第9回管内ミニテニス親睦交流会

〔９時～ 総合体育館〕
６日㈪、13日㈪
　スポーツ体験教室

〔16時～ 総合体育館〕
12日㈰
　第34回室内ソフトテニス大会

〔９時30分～ 総合体育館〕
　第20回少林寺拳法標津支部大会

〔９時～ 鳩ヶ丘体育館〕
14日㈫
　体組成計からだチェックデー

〔10時～、18時～ 総合体育館〕
18日㈯
　スポーツゲームスイン標津
　「競技力向上講習会」

〔18時30分～ あすぱる〕
� 〈以上、主な大会、教室など〉

スポーツ
３月のスポーツ

北方領土に関する標語・
キャッチコピー

平成28年度最優秀賞

四島（しま）の未来
心かよわせ　返還へ

　ガソリンや軽油などに引火して火災が発生すると、大火災に
なる危険性があります。特にガソリンは、静電気や火花などの小
さな火源で引火する危険性がありますので、注意しましょう。

○�ガソリンなどを入れる容器は、危険物の品名に適合した
容器を使用する

　◦�特に灯油用ポリ容器などにガソリン
を入れることは、容器の変形や蒸発
が起こる可能性があり、非常に危険
ですので、絶対にやめましょう。

○�ガソリンスタンドでガソリンや軽油などを自分で容器に
給油しない

　◦�セルフスタンドでガソリンなどを容器に入れる場合
は、スタンド従業員に必ず申し出ましょう。

○�ガソリンなどを容器で保管する場合は、数量などに制限
があります

　◦保管場所や取り扱いには、十分気を付けましょう。
　◦�直射日光や容器キャップの緩みなどが原因で、火災・

爆発事故を起こす危険性があります。
　◦�数量には、以下の制限があります。
　　数量以上の保管は、絶対やめましょう。

　　　ガ ソ リ ン：金属製容器で 40ℓ未満
　　　軽油・灯油：専用容器にて200ℓ未満

　なお、上記以上を保管する場合は、消防署への届け出が必要
です。詳しくは、下記問合先へご連絡ください。
問 合 先　標津消防署　予防係　☎82-2319

ガソリンなどの買いだめに注意！

  
 

ポリ缶
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西田　　潔さん(神奈川県藤沢市)
※ご本人の了承を得て掲載しています。

その他60件の寄付をいただいてい
ます。
寄付金はその目的を達成するために有効
に活用させていただます。

ふるさと応援寄付金をいただき、ありがとうございました

●体育文化振興基金として町に―
◦杉本　久江さん

◦標津フリマの会さま

●標津病院に―
◦西山　勝巳さん	 ◦工藤　君江さん

◦標津フリマの会さま

●社会福祉協議会に―
◦工藤　育子さん	 ◦瀬谷　アイさん

◦島影　正行さん	 ◦松井　典子さん

◦中野　房子さん

●はまなす苑に―
◦小林キヨ子さん	 ◦國見千惠子さん

◦島影　正行さん	 ◦稗貫　勝弘さん

◦林　　裕子さん

◦大内多美子さん（中標津町）

◦理容こばやしさま

◦北拓砂利砕石株式会社さま

◦標津町社会福祉協議会さま

◦標津町共同募金委員会さま
※ご本人・団体の了承を得て掲載しています。

お誕生おめでとう！

辻　明
あ

日
す

菜
な

ちゃん(緑　　町)卓　也・咲　子

柴田　澪
み お

里
り

ちゃん(若 草 町)俊　之・貴　代

おくやみ申し上げます
工藤　憲二さん(弥 栄 町)� 69歳
瀬谷清太郎さん(桜 木 町)� 91歳
松井　由一さん(北 標 津)� 66歳
中野　征紀さん(望ヶ丘町)� 77歳
島影　ミツさん(北 標 津)� 93歳

※ご家族の了承を得て掲載しています。

 ご結婚おめでとう！
木村　勇人さん・河越　さちさん(弥栄町)

小松　　剛さん・竹田　　忍さん(共栄旭町)

寄付･寄贈ありがとうございました
(1月11日～2月10日受納分)

戸籍の窓口から
(1月11日～2月10日届け出分)

　町民の方が５人以上集まる機会であれ
ば、町長が出向き、町政についての説明や
質問にお答えする「まちづくり出前講座」
を開設しています。
　詳しい内容やお申し込みは総務課まで。
� （事前の申し込みが必要です）

高齢者無料バス乗車券、高齢者等通院ハイヤー
助成券の新規利用申請を受け付けています!!
 １．高齢者無料バス乗車券
　阿寒バスが運行している町内路線バスの乗車が無料とな
るバス乗車券新規利用者の交付申請を受け付けています。
　すでに乗車券の交付を受けている方へは、3月下旬ま
でに郵送します。
対 象 者　�町内に居住する満70歳以上の方（70歳未満

の方は誕生日以降に申請ください）
申請に必要なもの
　　　　　印鑑、顔写真（縦３㎝×横2.5㎝）
受付期間　随時行っています
交付枚数　24枚
利用期間　平成29年4月1日～平成30年3月31日
 ２．高齢者等通院ハイヤー助成券
　高齢者や障がい者などの方が、町内医療機関（歯科医
院・調剤薬局含む）に通院するための交通費（ハイヤー
代）の助成券（ハイヤーチケット）の交付申請を受け付
けています。
　昨年助成券の交付を受けている方へは、同意書に基づ
き平成28年度の住民税課税状況を調査の上、3月下旬ま
でに郵送します。
助成内容　ハイヤー初乗り運賃550円の助成券12枚を交付
対 象 者　�非課税世帯の世帯員で運転免許証を持ってい

ない方のうち、次の要件を満たす方
　　　　　 ▽ �高齢者世帯（独居、老夫婦、全員が高齢）

の世帯員で70歳以上の方
　　　　　 ▽身体障がい者手帳1・2級を所持している方
　　　　　 ▽生活保護受給世帯の60歳以上の方
申請に必要なもの
　　　　　印鑑、健康保険証、顔写真（縦３㎝×横2.5㎝）
　　　　　※�なお、身体障がい者の方は「身体障がい者

手帳」をご持参ください
受付期限　平成29年3月3日㈮
利用期間　平成29年4月1日～平成30年3月31日
そ の 他　�助成券は、町内医療機関（歯科医院・調剤薬

局含む）への通院以外は使用できません
 ３．問合・申込手続先
　保健福祉センターひまわり高齢者福祉担当　☎82-1515

町長がいつでもどこでも伺います!
「まちづくり出前講座」をご利用ください!

　中標津保健所では、毎月こころの問題でお悩みの方を
対象とした、精神科医師によるテレビ電話での遠隔相談
を開設しています。相談は完全予約制となります。
相談日時　３月22日㈬　13時30分～16時30分
相談場所　中標津保健所診察室
予 約 先　中標津保健所健康推進課 ☎0153-72-2168
　※保健師による相談は随時受け付けています。

３月の精神保健福祉遠隔相談日程

　(元)夫との婚姻中または離婚後300日以内に子を出生し、
子の存在を知られたくないなど、何らかの理由で出生届を提
出しないために、子が戸籍に記載されないことがあります。
　法務局や市町村の戸籍窓口では、このような方が戸籍に
記載されるための手続きを案内しています。秘密は守ります
ので、一人で悩まず、まずはご相談ください。
問合先　住民生活課　戸籍・国民年金担当（内線127）
　　　　釧路地方法務局根室支局　☎0153-23-4874

戸籍に記載されていない方へ（このような方をご存じの方へ）
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３月23日㈭
　　会場：ひまわり

12～13ヵ月
２歳 ９時～10時

４ヵ月
６～７ヵ月
９～10ヵ月

13時30分～
　14時30分

問合先
保健福祉センターひまわり
☎82-1515

●３月27日㈪　　第10期国民健康保険税
●３月31日㈮　　第9期後期高齢者医療保険料
問合先　税務課　収入担当　☎82-2131（内線109）

茶志骨町内会長
新德橋　一寿　旧小岩　　治
南古多糠町内会長
新田村　憲夫　旧櫻井　輝道

 町内会・団体等の人事短信
（2月10日までの報告分）※敬称略

 【今月の納期一覧】

保　健募　集

国民健康保険

教　育

税　金

３月は自殺対策強化月間です臨床検査技師、看護補助者募集

道民の意見を募集します

奨学資金を貸し付けします

自動車税の住所変更をお忘れなく

　国では３月を「自殺対策強
化月間」と定めています。
　自殺を図った人の直前の心
の健康状態をみると、大多数
は、さまざまな悩みにより心理
的に追い詰められた結果、う
つ病、アルコール依存症など
の精神疾患を発症しており、
これらの精神疾患の影響によ
り正常な判断を行うことがで
きない状態となっていること
が明らかになってきました。
　誰もが心の健康を損なう可
能性があります。 このため、
私たち一人ひとりが、心の健康
問題の重要性を認識して、自
らの心の不調に気付けるように
なることが重要です。
　困った時や悩みを抱えた時
は、相談機関を利用するなど
誰かに助けを求めることが適
切な方法となります。
　また、悩みを抱えた人は、

「人に悩みを言えない」「どこ
に相談に行ったらよいか分
からない」「どのように解決
したらよいか分からない」な
どの状況に陥ることがありま
す。家族や友達、同僚など身
近な人の異変を見過ごさない
ようにしましょう。異変に気
付いたら声をかけてくださ
い。その人が悩みを話してく
れたら、話をそらしたり、「そ
んなことで」と否定したり、
安易に励ましたりせず、じっ
くりと話を聞いて、相談窓口
を紹介してください。
＜相談窓口＞
■保健福祉センター健康推進担当
　☎82-1515
　（8:30-17:15土日、祝日除く）
■中標津保健所　健康推進課
　☎0153-72-2168
　（8:45-17:30土日、祝日除く）
■こころの電話相談
　（北海道立精神保健福祉センター）
　☎0570-064-556
　月-金　 　　9:00-21:00
　土日、祝日10:00-16:00
■北海道いのちの電話
　☎011-231-4343（24時間）
■旭川いのちの電話
　☎0166-23-4343（24時間）
■自殺予防いのちの電話
　70120-738-556
　（毎月10日午前8時-翌日午前8時）
■24時間子供SOSダイヤル
　70120-0-7

な
8
や
3
み
1
いおう

0
―保健福祉センター　健康推進担当―

　標津病院では、4月1日付け
採用の臨床検査技師・正規職員
１人および看護補助者・パート３
人を募集しています。お持ちの
資格を生かして、医療現場に従
事してみませんか。
　募集用件や応募方法など詳
しくは、下記問合先へご連絡
ください。
応募期限　3月15日㈬
問 合 先　標津病院☎82-2111

　「北海道国民健康保険運営
方針」の策定に当たり、道民
の皆さまからご意見を募集し
ます。関係書類は道のホーム
ページ（http://www.pref.
hokkaido. lg. jp/hf/kki/
kak/kouikika_junbi_index.
htm）、根室振興局などで閲
覧できます。
募集期間　3月31日㈮まで
問 合 先　�北海道保健福祉部健

康安全局国保医療課
☎011-231-4111

　町教育委員会では、奨学生
の学校生活のために必要な資
金を援助しています。
対 象 者

▽ �高校、短大、大学、各種専門
学校などに進学する方

▽ �在学中の方で、学資の支弁
が困難な方

申込期限　4月10日㈪
貸 与 額
高　　　　　　校 月額   8,000円
大学、短大、看護師
学校、各種専門学校 月額 20,000円

保健師、助産師学校 月額 25,000円

※年4回に分けて貸し付けします。
償還方法
　卒業後、1年間据え置き、貸
与期間の2 倍の期間以内で償
還することになります。
問 合 先 　
　教育委員会管理課
　☎82-3110(内線414)

　自動車税は、4月1日現在
の登録に基づいて課税される
税金です。
■�引っ越しで住所が変わった

など、次の場合は運輸支局
で登録または変更手続きが
必要です。

◦�住所が変わったとき（変更
登録）

◦�自動車を売買したとき（移
転登録）

◦�自動車を使用しなくなった
とき（抹消登録）

　平成29年度の自動車税納
税通知書を確実にお届けする
ために、3月中に手続きくだ
さい。
■�変更登録が間に合わないと

きは、札幌道税事務所（☎
011-746-1197） に ご 連
絡いただくか、道税ホー
ム ペ ー ジ（http://www.
pref.hokkaido.lg.jp/sm/
z im/address/ index.
htm）から自動車税の住所
変更手続きが可能です。

乳幼児
健康相談日程



まち 声

■�健康で働き楽しい家庭をつく
りましょう。

■�自然を愛し美しい郷土をつく
りましょう。

■�たがいに助け合い暖かい社会
をつくりましょう。

■�心を豊かにし文化を高めま
しょう。

■�子どもの夢を育て平和な町を
つくりましょう。

（昭和46年11月３日制定）

人のうごき

町内の交通事故

標津町民憲章
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気
付
い
た
ら
、
地
元
標
津
町
に
戻
り
、
家

業
で
あ
る
酪
農
業
に
従
事
し
て
早
い
も

の
で
７
年
目
が
過
ぎ
、
８
年
目
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、
自
己
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

標
津
町
古
多
糠
で
酪
農
家
の
長
男
坊
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
は
よ
く
牛
舎
に
行
っ
て
は
父
親
、

▽
本
号
５
ペ
ー
ジ
の
フ
ォ

ト
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
に
は
写

真
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、冬
ま
つ
り
会
場

に
設
置
し
た
雪
像
（
カ
オ

ナ
シ
）
づ
く
り
に
、私
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。寒
い
中
で
の
作
業

は
苦
労
も
多
い
も
の
で
し

た
が
、高
さ
約
３
ｍ
に
そ

り
立
つ
雪
の
塊
を
、削
る

だ
け
で
創
る
達
成
感
は
と

て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で

し
た
。雪
国
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
雪
像
づ
く
り
。ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
来
年
以
降
、

雪
像
づ
く
り
が
あ
る
際

は
、達
成
感
を
味
わ
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。参
加
団
体
が
増
え
れ

ば
、よ
り
素
晴
ら
し
い
オ

ブ
ジ
ェ
に
な
る
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
Ｏ
）

　優良運転者で、更新手続きを
終了した方のみ受講できます。
●日　時
　　４月４日㈫ 13時30分～
●場　所
　　あすぱる
●問合先
　　住民生活課 交通住民担当

母
親
、
祖
父
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
、
祖
母

の
家
庭
菜
園
も
少
し
手
伝
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
そ
し
て
小
学
校
、
中
学
校
ま
で
を
古

多
糠
で
過
ご
し
、
家
業
を
継
ぐ
た
め
、
江
別
市

に
あ
る
と
わ
の
森
三
愛
高
校
で
３
年
間
、
酪
農

学
園
大
学
で
４
年
間
、
酪
農
に
関
す
る
技
術
や

知
識
を
学
ん
で
、
大
学
卒
業
後
古
多
糠
に
帰
っ

て
来
ま
し
た
。

　

高
校
で
は
、
全
道
の
み
な
ら
ず
、
北
は
豊
富

町
、
南
は
高
知
県
と
同
級
生
が
い
て
、
同
窓
会

も
数
年
に
１
度
と
集
ま
る
機
会
が
少
な
い
で
す

が
、
自
分
の
中
で
は
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い

ま
す
。
農
業
科
に
通
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
学

内
の
実
習
だ
け
で
は
な
く
実
際
、農
家
に
行
き
、

数
日
間
の
委
託
実
習
も
あ
り
ま
し
て
、
道
央
、

十
勝
、
道
北
、
道
南
と
全
道
に
及
ん
で
実
習
を

し
た
こ
と
が
貴
重
な
経
験
と
し
て
今
も
残
っ
て

い
ま
す
。
大
学
も
色
々
な
資
格
を
取
っ
た
り
、

あ
ま
り
書
き
た
く
な
か
っ
た
論
文
も
書
い
た
り

と
今
思
え
ば
良
い
経
験
を
し
た
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

地
元
に
友
人
が
少
な
い
と
い
う
の
は
寂
し
い

で
す
が
、
前
に
書
い
た
よ
う
に
広
い
範
囲
で
の

人
の
つ
な
が
り
が
あ
る
と
い
う
の
も
良
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、家
業
に
従
事
し
て
、

生
き
物
相
手
の
産
業
な
の
で
休
み
も
な
か
な
か

取
れ
る
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
労
働

と
余
暇
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
経
営
を
し
て
い

き
、
休
日
を
利
用
し
て
、
旅
行
が
て
ら
、
行
っ

た
こ
と
の
な
い
所
へ
行
き
た
い
な
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

☀
　
☀
　
☀

　

次
の
「
ま
ち
の
声
」
は
池
田　

将
さ
ん
（
緑

町
）
で
す
。

■平成29年２月１日現在（前月比）

■平成29年１月１日～１月31日
（本年の累計）

人口前月比の内訳

人　口 5,316人(－  9人)
　男 2,623人(－  4人)
　女 2,693人(－  5人)
世帯数 2,336世帯(－  5世帯)

人身事故 0件(    0件)
負 傷 者 0件(    0件)
死 亡 者 0件(    0件)
物損事故 6件(    6件)

増 減 比較
転　入 9人 転　出 12人 －  3人
出　生 1人 死　亡 7人 －  6人
その他 0人 その他 0人 0人
計 10人 計 19人 －  9人

366

振り返ってみて

井
いの

上
うえ

　祐
ゆう

太
た

 さん（東古多糠）
酪農業

4月の運転免許
更新時講習会


